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モ ン ゴル とそ の言 語
橋本 勝
チ ン ギ ス ・ハ ー ン の 乏
 モ ン ゴル と言 え ばチ ンギ ス ・ハー ン(成 吉思 汗)と か広 々 と した草 原や ゴビ砂 漠
を連 想 す る人 も多 い だろ う。 モ ンゴ ルは ア ジア大 陸 のほ ぼ中 央部 に位 置 し、 旧 ソ ビ
エ トと中 国 に囲 ま れた海港 を持 たな い完全 な内 陸 国で ある。 気候 は大 陸性 で あ り、
乾燥 して い る。 高 度 は高 く、 首都 ウ ラ ンバ ー トル で海 抜1400メ ー トル ぐ らいあ る。
 1921年 に モン ゴル革 命 が成 功 を お さめ外 モ ンゴ ルは活仏 ボ グ ド ・ゲ ゲー ンを元 首
とす る君 主国 と して新 た にス ター トした。 その後 、数 年 を経 て ボグ ド ・ゲ ゲー ン は
死 去 し1924年11月26日 、正 式 の国名 をモ ン ゴル人民 共和 国 と定 め る。 それ まで ク ー
ロ ン(庫 倫)と 言 ってい た首 都名 は現 在の ウラ ンバー トル(「 赤 い英 雄 」の 意)と
改 め られた。 以来 モン ゴルは、 旧ソ連 につ いで 世界第2番 目の社 会主 義 国 と して の
道 を歩 んで きた。
 と ころが、 ソ連 のペ レス トロイカ は モ ンゴル に も波及 し1989年12月 に始 まっ た民
主化 が進 ん で今や 政治 ・経 済 体制 に大 転換 が生 じて社会 主義 体制 を離 脱 して中立 化
の道 を歩 ん でい る。
 1990年7月 末 に は建 国 以来 初 の一般 選挙 が実施 され長 い間 続 い たモ ン ゴル人民 革
命 党(共 産 党)の 一 党独 裁 に終止 符 を打 ち複数 政 党政治 の体 制 が一応 出来上 が っ た。
ペ レス トロイカ の進 行 に伴 って民 族主 義 が台頭 し従 来 マ ルク ス主義 の 立場 か ら侵 略
者 の レ ッテルを は られて い たチ ンギ ス ・ハ ーンは す っか り名 誉 回復 し復 権 を果 た し
た。 モ ン ゴル民族 を統 一 し空 前絶 後 の一大 帝国 を築 いたチ ン ギス ・ハ ー ンは、 モ ン
ゴルの民 衆 の心 の 中で常 に消 える こ とな く尊敬 され て きたの であ る。
。,。、  と  ヒ
 モ ンゴ ル民 族 は本来 、 遊牧 民族 で あ ったが、 モ ンゴル革命 以 降、 社 会主義体 制 へ
移 行 し集 団化 に よ り遊 牧 の形 態 もず いぶ ん と変 わ り本来 の遊 牧 とは か け離 れた も の
になっ た。農 牧 業 の近代 化 は モ ンゴル民族 の遊 牧 生活 を大 い に変質化 した。 近 年、
家畜 の私 用化 が認 め られ るよ うに なっ た。 ウラ ンバ トー ル等 の都市 に居 住 して い る
人た ち は 日本の都 市 生活 者 と ほ とん ど変 らぬ生 活様 式 に従 っ てい る。 騎 馬民 族 に と
って馬 は大切 な交 通手 段 で あ り歴 史的 にも馬の役 割 は絶 大 な ものが あ った。 今 の モ
ンゴル の都 市部 で は交通 機関 はバ スで あ り馬 を利 用す るこ とは ほ とん どない。 モ ン
ゴル の人 たちは馬 とい う乗物 に慣 れて きたせ いか、 あ ま り遠 くな い所 に行 くの に歩
くよ りバ スに乗 る傾 向が 強 い よ うで あ る。
食 文化 とい うの は保 守 的で あ り比較 的変 りに くい と言 え よ う。 我 々 日本人 の食 生
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活 の 中で米 や 醤油、 味 噌 は欠 かす こ とがで きな い もの で ある が、 モ ン ゴル民族 に と
って乳 製 品や 肉 は不 可欠 なも ので あ る。 モ ンゴ ル人 は調味料 を ほ とん ど使 わ ない 。
勿論、塩 は利用 す るが、 薄 味 であ る。 肉は骨付 きで料理 は脂 濃 い。 モ ンゴル人 は 脂
身を娃 ん で食 べ る。脂 身 のな い 肉はバ ラ ・マ ッハ(「 黒 い肉 」)と 言 いあ ま り好 ま
ない。 肉 は羊 肉 を一番 好 む。 その次 に 牛肉 とな る。 豚 肉 は好 まれ な い。 モ ンゴル の
羊肉 は 日本の もの よ り臭 いが少 な い し牛 肉 よ り柔 らか くて美味 で あ る。 豚 肉 はス ー
プが 出な いの が好 まれな い一 つの理 由 であ る。 スー プ入 りの料 理 が好 きで う どん の
類 は好 ん で食 べ るが、 そ の中 には必 ず 肉が入 って い る。 や は りモ ン ゴル人 に とっ て
肉の ない 料理 は考 え られ ない ので あ ろ う。 肉好 きの モ ンゴル 人 も年 が ら年 中、 肉 を
食 べ てい る わけで は ない。 夏 の季節 は、 肉 は余 り食べ ず、 そ のか わ り馬 乳 酒(ア イ
ラグ)や 乳 製 品が 中心 となる。 乾肉 は その時期 か な り利 用 さ れ る。 この乾 肉(モ ン
ゴル語 で 「ボル ツ 」 と言 う)は チ ンギ ス ・ハ ー ン時代 に も戦 場 な どで の保 存食料 と
して も用 い られ た。 飲料 と しては馬乳 酒 が よ く知 られ て いる。 これは6月 末頃 に作
られ る主 と して夏 の飲料 であ る。 モ ン ゴル語 で ア イラ ッグ と言 う。 アル コー ル度 は
低 い が ビー ル程 度 は ある。色 は 白濁 で 味は非常 に酸 っ ぱ い。 モ ンゴル 人は子 供 の 頃
か ら飲 み親 しんで い る。 滋養 分 が豊 か であ り医 療用 に も使 わ れる。 夏 の季 節、 こ の
アイ ラグ だ けで生 活す る人 も い る。 ア イラグ は完 全栄養 品 なの で あ る。 日本の清 酒
に当 たる醸 造酒 は シ ミー ン ・アル ビ と言 い、 味 も 日本酒 に近 い。 それ を更 に蒸留 し
たも のを アル ヒと言 う。 これ らは本来 皆、 家 畜の乳 が原 料 で あ るが、 食 品 工場 で作
られ るア ル ヒは小 麦 を原 料 と してい る。 アル コー ル度 は40度 前 後で あ る。併 し水 や
氷 は 入れ ずス トレー トで飲 む。
 モ ン ゴルは完 全 な内 陸国 で海 か ら遠 く隔た り大気 は非 常 に乾 燥 して い る。 そ の た
めかお茶 を よく飲 む。茶 の こ とを 「ツ ァイ 」(或 いは 「チ ャ イ 」)と 言 う。 モ ン ゴ
ル人 は概 して野 菜 をあ ま り食 べ ない の でこの お茶 が ビタ ミン不 足 を補 う役割 も果 た
す。 この場合 も単 な るお茶で は な く碍 茶 とミルク を鍋 で煮 立 て て作 っ た乳茶(モ ン
ゴル語 で 「スー テ ィ ・ツ ァイ 」)で あ る。来 客 に は先 ず この 乳 茶で も てなす。 肉、
乳製 品 そ してお 茶 はモ ン ゴル食文化 の核 をな して いる。
ことばの 特徴
 モ ンゴル語 の分布地域 はず いぶ ん広 い。先 づ モンゴル国(面 積 は 日本の4倍 余)、
そ して 内 モ ンゴル 自治 区(日 本の3倍 余)を 申心 とす る中国 の諸 地域 や ロ シア連 邦
内の ブ リヤ ー ト共 和 国や カル ム イク共 和国等 が モ ンゴル語 系 の諸 言語 の話 され る主
な る地域 で あ る。 モ ンゴル地 帯か ら遠 く離 れだ ア フガニ ス タ ンのモ ゴ ール族 の言 語
もモ ンゴル語 系 の言語 で あ る。 総人 口は約600万 人 と推定 され る。 分 布地 域 が広 大
なわ りには その話 し手 の数 は 少な い。 方言の数 はか な り多 いが、 モ ン ゴル国 の標 準
語の 基 をなす の は ハルハ 方言 で あ り内モ ンゴル の標準 語 はチ ャハル方 言 を も とに し
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て い る。 わ けて もハル ハ ・モ ンゴル語 がモ ンゴル 語系 の人 た ちの共 通 語 的な役割 を
果 た して いる。 ハ ルハ 方言 とチ ャハ ル 方言の差 は そ れ程 大 き な もの で は な く日本 語
の東 京 方 言 と大 阪 方言 の違 い よりはる か に小 さ い と言 え る。 勿論、 一 般 のモ ン ゴル
人が 聞 い て も理 解 出来 な い特 殊 な方 言群 も ある。 例 えば 中国 の青海 省 や甘粛 省 で 話
され るモ ング ォル(土 族)語 、 ドウ ンシ ャン(東 郷)語 や バ オ アン(保 安)語 等 は
その よ うな言語 に属 す る。
 モ ン ゴル語 はチ ュル ク語(広 義の トル コ語)、 満州 ・ツ ングー ス語 と共 に いわ ゆ
るア ル タイ語族 を形 成 す る。 印欧語 の ような屈 折 的特徴 は殆 ん どな く膠 着 性 に富 ん
で い る。 語 順 は主語 ― 目的語 一動詞 の順 で あ り類 型的 に 日本語 と同様 で ある。語 頭
位 に子音 重複 を避 け る し又、 語 頭位 にr音 が来 るの を嫌 う。 一 語の 内 で男性 母音(
奥舌 母音a,o, u)と 女性 母 音(前 舌母音e,6,賎)が 共 存 しな い とい う 「母
音調 和 」な る形 態音 韻特 徴 が ある。 古代 日本語 に も これ に類 似 した現 象 が あっ た こ
とが 知 られて いる が、 この特 徴 は アル タイ語族 に 非常 に古 い時代 か ら存 在 し現在 に
まで 受 け継 が れて い る。 モ ンゴル語 の歴 史 は一般 に古代(A.D.12世 紀 末 まで)、 中
世(13世 紀 ～16世 紀 末)、 近 代(17世 紀 以降)の3期 に分類 す る。 古代 モ ンゴル語
の文 献 は ない。 中世 モ ン ゴル語 の文献 は、 かな り豊富 であ りその研 究 も進 んで い る。
最大 の資 料 は 『元朝秘 史 』(『 モ ンゴ ル秘 史 』)で あ る。 著 者 は不 明 であ りその 著
作 年代 は一般 に1240年 とい わ れてい るが、 学界 で は異論 が あ る。 モ ン ゴル語 は英 語
等の 印 欧語 に比 べ てそ れ程大 きな変化 を遂 げて は いな い。 語 構成 は語 幹+接 辞か ら
な る。 接 辞 は接尾 辞 の みで あ り接頭辞、 接 中辞 は な い。 例 え ば 「彼 は来 な かっ た 」
とい う文 はモ ン ゴル語 ではTer irseng?.(Ter:"彼 は"、 ir―:"来 る"(動 詞 語
幹)、 ―sen:完 了接 辞、 ―gui:否 定 接 辞)と な る。 お気付 きの如 く日本語 の場 合、
動 詞語 幹+否 定接 辞+完 了接 辞 とな るの に対 して モ ンゴル語 で は動詞 語 幹+完 了接
辞+否 定 接辞 の配 列 となる点 が 異な る。 動 詞語幹 は屈折 しな い。 子細 な点 では異 な
るが、 概 ね 文法構 造 は 日本語 に類 似 して い る。主 語 は必 ず しも明示 さ れな い点 も 同
様 で あ る。 日本語 は高 低 ア クセ ン ト言 語 であるが、 モ ン ゴル語 は強 さ アクセ ン トが
支 配 的で ある。原 則 と して第 一音 節 に アクセ ン トがあ り第 二音 節 以下 に長母音 や 二
重 母音 が 来 れば そ こに アクセ ン トが移 動す る。 従 って英語 や ロシア語 の ように ア ク
セ ン トの位 置 に よっ て語 の意 味や機 能 が変 わる こ とはな い。第 一音 節 の母 音 は常 に
明 瞭 であ り第 二音 節以 下 の短母 音 は曖 昧母 音 とな りその き こえ(sonority)は 極め て
不 明瞭 で あ る。
民族 主 義 と文字 改 革
 モ ン ゴル民族 は一体 い つ頃 か ら文 字 を持 つ よう になっ たの だ ろ うか。 チ ンギ ス ・
ハ ー ンは空 前 のモ ンゴル帝 国 を築 いた が、 帝 国を 成立 させ る為 には文 字 は欠 かせ な
い もの で あっ た。 中国 の史書 『元史 』 に よれば1204年 にチ ンギ ス ・ハ ー ンが ナイ マ
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ン部 を征 服 した際 に捕 えた塔搭続 阿 な る人物 を側 近 に お き、 モ ンゴル諸 王 の子弟 に
ウイグ ル文字 で モ ン ゴル語 を書 写す る こ とを教 え る よう命 じた とあ る。 一般 にそ れ
が モ ンゴ ル文 字 の起源 とさ れて いる。 つ ま りモ ンゴル文 字 はチ ュル ク系 の ウイ グ ル
人が使 用 した ウイ グル文 字 を借 り入 れ たもの であ りウイグル 文 字は イ ラ ン系 の ソ グ
ド人 が用 いてい た ソグ ド文字 を借用 したもの であ った。 また ソグ ド文字 は北 セ ム文
字の 一つ 、 ア ラム文 字 に来 源 す る。
 モ ンゴ ル文 字 で記 さ れた最 古 の資 料 は、 い わゆ るチ ンギ ス ・ハー ン碑 文 であ って
西暦1225年 頃 にさ かのぼ る。 ただ、 チ ンギス ・ハ ー ン碑 文の 正書 法 の首尾 一 貫 した
特徴 か ら考 えて、 多分、 西 方の モ ンゴ ル族 の間 には1204年 よ りかな り早 い時期 に ウ
イグル文 字 が伝 え られ たもの と推定 さ れる。 チ ンギス ・ハー ン以来 の この文 字 は現
在で も 内 モ ンゴル では公用 文 字 と して使用 されて いる。 モ ン ゴル国(旧 モ ン ゴル 人
民共 和国)で は1940年 代 に文 字 改革 に踏 み切 りこのモ ン ゴル文 字 よ りキ リル(ロ シ
ア)文 字 に切 換 え新 しい正書 法 が立案 され施行 されて きたが、 近 年 の政治 ・経 済 の
大改革 は民族 主 義 の高揚 を促 しモ ンゴ ル文 字復活 の動 きが今 や 急速 で ある。 モ ン ゴ
ルの テ レビ放 送 で も1週 間 に2回 モ ン ゴル文字 講座 が あ りモ ンゴル文 字教 育 に一 役
か って い る。1990年 よ り小学 校第1学 年 か らモ ンゴル文 字の 授 業が課 せ られる よ う
になっ た。1994年 には現 在の キ リル文 字か らモ ンゴル文字 に全面 的 に切 り換 え る こ
とにな って いた が、 諸 般 の状 況 か ら大 幅 に遅 れ る こ とは必 至 と思 わ れ る。
 モ ンゴ ル文 字 は 本来 不 完全 な音素 文 字 であ り文 字 と音声 との 間 に曖 昧 で不規 則 な
点が 多 くその語 の発音 を知 ら ない と読 めない等 の難 点が あ る。 こ こ数 年 で モ ンゴ ル
文字復 活 が全 面 的 に可能 か と言 えばや は り困難 だ と思 う。 一般 のモ ン ゴルの人 々が
自由 に モ ンゴル文 字 が読 み書 き出来 る ようにな っ てそれ は初 め て可能 にな る。 キ リ
ル文 字、 モ ンゴル文 字併用 の 過渡 的 な時期 がか な り続 いた後 に達成 さ れる だろ う。
1930年 代 スター リン主義者 らの過激 派 によ りラマ教徒 たちは迫 害 さ れ寺 院は破 壊 さ
れモ ンゴルの重 要 な文 化遺 産 さ らに は モンゴル民 族の 伝統 文化 その もの が こわ され
た。 これ は モ ンゴ ル民 族 に とっ て大 きな不 幸で あ った。
 当面 の 文字 改革 に色 々困難 な問題 を伴 なう こ とは避 け られ な いが、 このモ ン ゴル
文字復 活 は モ ンゴ ルの人 たち の民族 意 識か らす れ ば当然 の帰 結 と言 え る。 この こ と
に よ りモ ンゴル国 と内モ ンゴルの モ ン ゴル人 の相 互の コ ミュニ ケー シ ョンが強化 さ
れ る ことは間違 い ない。民族 の アイデ ンティテ ィの面 で も大 い に貢 献 す るで あ ろ う。
文字 の持 つ意 味の 重大 さを今 さ らなが ら深 く考 え させ られる。
(は しも とまさ る、 大 阪外 国語 大 学教授)
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